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古
筆
切
拾
塵
抄
・
続
（
八
）

│
入
札
目
録
の
写
真
か
ら

│

小

島

孝

之

は
じ
め
に

前
回
は
、
急
遽
「
宮
本
切
」
と
い
う
古
今
集
の
断
簡
に
つ
い
て
の
寄

り
道
？
を
し
て
し
ま
っ
た
が
、
今
回
は
ま
た
、
い
つ
も
の
入
札
目
録
の

内
容
の
紹
介
に
戻
り
た
い
。

昭
和
三
年
に
行
わ
れ
た
入
札
会
で
は
、
Ａ
４
判
の
大
型
本
で
か
つ
分

厚
い
目
録
が
い
く
つ
も
制
作
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
四
月
の
紀
州

徳
川
家
、
五
月
の
島
津
侯
爵
家
な
ど
の
旧
大
大
名
家
、
九
月
の
江
州
浅

見
家
な
ど
の
豪
商
等
、
い
ず
れ
も
内
容
の
充
実
し
た
さ
す
が
と
思
わ
せ

る
内
容
の
豪
華
な
目
録
が
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
の
一
冊
で
、

昭
和
三
年
十
月
十
一
日
に
入
、
開
札
が
行
わ
れ
た
『
神
戸
川
崎
男
爵
家

蔵
品
入
札
目
録
』
を
取
り
上
げ
た
い
。

現
在
の
川
崎
重
工
の
基
と
な
っ
た
川
崎
造
船
所
の
生
み
の
親
で
あ
る

川
崎
正
蔵
の
蒐
集
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
年
の
金
融
恐
慌
で
川
崎
家

が
危
機
に
陥
り
、
故
正
蔵
の
蒐
集
品
の
大
部
分
を
売
却
す
る
こ
と
に
な

っ
た
、
そ
の
時
に
作
ら
れ
た
目
録
で
あ
る
。
余
談
で
あ
る
が
、
戦
前
の

入
札
目
録
を
見
て
い
る
と
、
近
代
日
本
の
経
済
動
向
を
裏
側
か
ら
見
る

お
も
む
き
が
あ
り
、
な
か
な
か
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

さ
て
、
川
崎
正
蔵
は
、
美
術
品
蒐
集
を
始
め
た
き
っ
か
け
が
、
日
本

の
伝
統
的
古
美
術
品
の
名
品
が
次
々
に
外
国
人
に
買
わ
れ
て
国
外
に
持

ち
去
ら
れ
る
こ
と
に
危
機
感
を
抱
き
、
国
内
に
止
め
る
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
神
戸
布
引
の
自
邸
内
に
長
春
閣
と
名
付
け
た
美
術
館
を
建

て
、
そ
こ
で
自
分
の
蒐
集
品
を
一
般
に
公
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。
私
利

私
欲
に
走
ら
な
い
、
筋
の
通
っ
た
経
済
人
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ

の
優
れ
た
蒐
集
品
が
分
散
し
て
し
ま
っ
た
の
も
、
時
代
の
流
れ
で
や
む
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を
え
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
。
財
界
人
の
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
と
、

比
較
的
新
し
い
例
（
と
い
っ
て
も
す
で
に
何
十
年
か
を
経
た
昭
和
時
代

の
こ
と
だ
が
）
と
し
て
、
松
永
安
左
衛
門
（
耳
庵
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
多
く
の
部
分
が
、
現
在
は
福
岡
市
立
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
し
、

安
宅
産
業
の
創
業
家
安
宅
英
一
に
よ
る
東
洋
陶
磁
器
の
大
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
会
社
の
倒
産
の
中
で
散
逸
を
免
れ
、
今
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術

館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
散
逸
し
た
ら
二
度
と
ま
と
ま
る
こ

と
も
な
い
で
あ
ろ
う
秀
逸
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
美
術
品
ほ
ど

世
の
中
の
経
済
動
向
に
翻
弄
さ
れ
る
も
の
も
他
に
あ
る
ま
い
。
最
終
的

に
公
立
の
美
術
館
、
博
物
館
に
収
ま
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
安
住
の
地

を
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
松
永
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
、
松
永
美
術
館
が

解
散
に
追
い
込
ま
れ
た
末
に
、
福
岡
市
に
買
い
取
ら
れ
て
落
ち
着
い
た

の
で
あ
っ
た
。
や
は
り
、
最
後
は
国
民
の
税
金
で
維
持
・
管
理
す
る
し

か
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
美
術
品
に
は
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

閑
話
休
題
、
川
崎
男
爵
家
の
入
札
に
話
を
戻
す
。
こ
の
目
録
に
は
、

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
多
く
の
目
録
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
日
本

画
・
中
国
画
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
古
筆
切
の
掛
軸
が
一
切
含
ま
れ
な

い
と
い
う
点
に
著
し
い
特
徴
が
あ
る
。
な
ら
ば
、
本
連
載
に
取
り
上
げ

る
謂
れ
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
わ
ず
か
に
一
点
、
古
筆

手
鑑
が
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
す
べ
て
が
現
在
所
在
不
明
な
の
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
運
が
良
け
れ
ば
手
鑑
は
解
体
を
免
れ
て
、
ま
る
ご
と

ど
こ
か
に
完
存
し
て
い
る
か
、
不
幸
に
も
先
の
大
戦
で
焼
失
し
た
か
、

そ
の
い
ず
れ
か
と
想
像
さ
れ
る
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
後
者
の
蓋
然
性

が
高
そ
う
に
思
わ
れ
る
の
は
い
さ
さ
か
残
念
。
中
に
、
極
め
て
興
味
深

い
古
筆
切
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
話
題
提
供
と
し
て
意
味
が
あ
ろ
う
、

と
い
う
の
が
今
回
取
り
上
げ
る
理
由
で
あ
る
。
饒
舌
な
前
置
き
に
な
っ

た
が
、
さ
っ
そ
く
順
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
は
、
目
録
じ
た
い
の
概
要
か
ら
。
昭
和
三
年
十
月
八
日
・
九
日

の
両
日
が
下
見
で
、
下
見
の
会
場
は
神
戸
市
布
引
の
川
崎
家
本
邸
。
入

札
・
開
札
は
十
月
十
一
日
、
大
阪
美
術
倶
楽
部
で
行
わ
れ
た
。
紹
介
者

の
古
美
術
商
は
、
大
阪
の
池
戸
宗
三
郎
を
筆
頭
に
、
晴
海
商
店
、
戸
田

弥
七
、
山
中
吉
郎
兵
衛
等
、
京
都
の
今
井
貞
治
郎
、
林
新
助
、
土
橋
永

昌
堂
等
、
東
京
の
伊
藤
平
山
堂
、
川
部
商
会
、
中
村
好
古
堂
、
山
澄
商

店
等
、
さ
す
が
に
三
都
の
有
名
ど
こ
ろ
の
古
美
術
商
が
参
加
し
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
Ａ
４
判
の
大
型
で
、
厚
さ
3
セ
ン
チ
（
頁
数
は
記
載
が

な
い
の
で
数
え
て
い
な
い
）、
モ
ノ
ク
ロ
の
グ
ラ
ビ
ア
刷
り
で
、
二
つ

折
り
、
三
つ
折
り
の
ペ
ー
ジ
を
多
数
含
む
。
出
品
番
号
は
、
三
六
二
点

に
及
ぶ
。
因
み
に
巻
頭
一
番
は
、
東
山
御
物
の
牧
谿
の
達
磨
図
の
掛
軸

で
あ
る
。
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さ
て
、
そ
の
一
三
二
番
に
「
古
筆
手
鑑
」
と
題
し
て
、
見
開
き
三
面
、

計
十
六
点
の
古
筆
切
が
見
え
る
。
以
下
、
一
点
ず
つ
見
て
い
く
こ
と
に

し
よ
う
（
頭
か
ら
順
に
番
号
を
振
っ
て
極
札
を
見
出
し
と
す
る
）。

一
　
川
崎
男
爵
家
旧
蔵
「
古
筆
手
鑑
」

一
「
大
織
冠
鎌
足
公
毓
無
量
（
守
村
印
）」

大
型
の
経
切
二
行
で
あ
る
。
天
地
に
は
雲
母
か
箔
が
散
ら
さ
れ
て
お

り
、
文
字
は
金
泥
か
と
思
わ
れ
る
が
、
と
に
か
く
ま
っ
た
く
見
え
な
い

の
で
は
い
た
し
か
た
な
い
。
内
容
不
明
で
あ
る
。

二
「
天
神
即
説
呪
曰
（
守
村
印
）」

内
容
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
疏
』
巻
四
「
浄
地
陀
羅
尼
品
第
六
」
の

二
行
で
あ
る
。
伝
道
真
筆
の
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
と
い
う
と
、
紫
の

染
紙
に
金
泥
で
経
文
を
書
写
し
た
「
河
内
切
」
が
有
名
で
あ
る
。
し
か

し
、
本
品
は
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
た
め
、
地
色
が
紫
な
の
か
紺
な
の
か
分

か
ら
な
い
。
文
字
は
金
泥
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
内
容
が
疏
で
あ
る
点
か

ら
も
、
河
内
切
の
ツ
レ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。（
図
１
）

　

即
説
呪
曰

　

怛　
　

姪　
　

他　
　
　
　

晡
律
你
曼
奴
喇
剃

三
「
傳
教
大
師
空
界
清
浄
（
守
村
印
）」

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
第
二
六
二
巻
「
初
分
難
信
解
品
第
三
十
四

之
八
十
一
」
の
三
行
。
伝
教
大
師
の
経
切
と
い
え
ば
、「
焼
切
」
ま
た

は
「
焼
経
切
」
と
呼
ば
れ
る
、
上
下
の
紙
端
を
焼
損
し
た
も
の
が
有
名
。

織
田
信
長
に
よ
る
比
叡
山
の
焼
き
討
ち
で
焼
損
し
た
か
ら
だ
と
い
う
が
、

経
典
の
種
類
も
さ
ま
ざ
ま
、
筆
跡
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
ツ
レ
と
い
う
に
は

余
り
に
も
多
種
多
様
で
あ
る
。
国
宝
手
鑑
『
藻
塩
草
』（
京
都
国
立
博

物
館
蔵
）
に
貼
ら
れ
て
い
る
「
焼
切
」
は
『
大
般
若
経
』
の
断
簡
で
あ

り
、
そ
の
他
の
「
焼
切
」
も
多
く
が
『
大
般
若
経
』
で
あ
る
の
は
事
実

で
あ
る
が
、
ツ
レ
と
推
定
で
き
る
も
の
は
ご
く
少
数
に
止
ま
る
。
本
断

簡
に
つ
い
て
も
、
ツ
レ
を
確
認
す
る
の
は
難
し
い
。
現
在
の
時
点
で
ツ 図1　�菅原道真・経切
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レ
と
思
し
き
断
片
は
、
弥
彦
神
社
所
蔵
の
「
菊
家
文
書
」
と
い
う
古
筆

帖
に
貼
ら
れ
て
い
る
『
大
般
若
経
』
の
三
行
し
か
目
に
し
て
い
な
い
。

（
図
２
）

　
　

空
界
清
浄
何
以
故
若
一
切
智
智
清
浄
若
一
切

　
　

陀
羅
尼
門
清
浄
若
虚
空
界
清
浄
無
二
無
二
分

　
　

無
別
無
断
故
一
切
智
智
清
浄
以
一
切
三
摩
地

四
「
弘
法
大
師
意
趣
故
説
（
守
村
印
）」

仏
書
の
断
簡
二
行
。
内
容
は
『
華
厳
五
教
章
指
事
』
で
、
ツ
レ
と
思

わ
れ
る
断
簡
は
今
の
と
こ
ろ
他
に
５
葉
を
確
認
し
て
い
る
。
公
開
さ
れ

て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
善
光
寺
大
勧
進
所
蔵
の
古
筆
貼
交
屏
風
（
写

真
複
製
も
あ
る
ら
し
い
が
、
実
際
に
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
写
真
に

よ
る
）、
及
び
村
上
翠
亭
・
高
城
弘
一
両
氏
監
修
の
『
古
筆
鑑
定
必
携 

古
筆
切
と
極
札
（
注
１
）』
の
口
絵
に
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
個
人
蔵
の
『
御

手
鑑
』
に
ち
ょ
う
ど
そ
の
ツ
レ
の
写
真
が
あ
る
。
他
に
は
、
貫
前
神
社

所
蔵
古
筆
手
鑑
（
同
神
社
の
宝
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
直
接
撮
影

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
写
真
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
に
貼
付
の
も
の
、
古

書
店
の
販
売
目
録
に
載
っ
て
い
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
上

巻
の
「
指
事
末
」
の
か
な
り
接
近
し
た
部
分
に
集
中
し
て
い
る
。
本
断

簡
は
、
大
正
大
蔵
経
の
二
一
六
頁
ｂ
（
中
段
）
18
行
～
22
行
目
に
相
当

す
る
箇
所
で
あ
る
。（
図
３
）

　
　

意
趣
故
説
一
乗
答
観
問
答
意
合
二
意
楽
為
一
不
説
究
境
故
説
一
乗

　
　

句
故
為
八
義
也
問
何
故
除
究
竟
故
説
一
乗
句
耶
答
未
所知

以
然
元
曉

　
　

楞
伽

二
行
目
の
「
知
」
は
書
き
落
し
た
ら
し
く
、
右
傍
に
小
さ
く
付
記
し

て
い
る
。

図2　最澄・経切

図3　空海・仏書切
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五
「
弘
法
大
師
田
不
知
（
守
村
印
）」

内
容
不
明
の
仏
書
切
五
行
で
あ
る
。
伝
弘
法
大
師
筆
の
仏
書
切
で
最

も
有
名
か
つ
書
名
の
分
か
っ
て
い
る
も
の
に
、「
東
寺
切
」
と
呼
ば
れ

る
『
判
比
量
論
』
の
断
簡
が
あ
る
。
新
羅
の
学
僧
元
曉
が
著
し
た
唯
識

の
論
書
で
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
散
逸
し
て
し
ま
い
、
わ
ず
か
に

「
東
寺
切
」
の
名
で
十
点
程
度
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

弘
法
大
師
空
海
の
筆
跡
と
は
何
の
関
係
も
な
い
。
本
断
簡
は
そ
の
「
東

寺
切
」
に
類
す
る
仏
書
の
断
簡
で
、
ツ
レ
か
と
思
わ
れ
る
断
簡
が
数
点

現
存
す
る
。
草
書
体
の
文
字
が
連
綿
せ
ず
、
一
字
ず
つ
パ
ラ
パ
ラ
と
書

き
つ
け
ら
れ
る
。
弘
法
大
師
筆
と
称
す
る
「
鼠
跡
心
経
」
と
類
似
し
た

書
法
で
あ
る
。
お
世
辞
に
も
上
手
い
字
と
は
思
え
な
い
が
、
こ
れ
が
何

故
弘
法
大
師
筆
と
称
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
自
分
な
り
に
そ
の
源
流

を
考
え
て
み
た
が
、
こ
う
し
た
書
風
の
優
れ
た
作
品
と
し
て
、
孫
過
庭

の
『
書
譜
』（
六
八
七
年
）
や
懐
素
の
『
草
書
千
字
文
』（
七
九
九
年
）

に
行
き
着
い
た
。
孫
過
庭
は
王
羲
之
の
筆
意
を
よ
く
得
た
も
の
と
し
て

尊
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
そ
の
た
め
に
こ
う
し
た
書
法
で
書
か

れ
た
も
の
を
、
弘
法
大
師
に
宛
て
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
乱

暴
な
意
見
だ
が
、
書
道
の
素
人
の
感
想
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
戯
言
の
類

と
お
許
し
を
乞
う
。

さ
て
本
断
簡
に
戻
る
と
、
こ
れ
は
ど
う
や
ら
『
智
恵
訪
文
』
と
称
さ

れ
て
い
る
も
の
の
ツ
レ
で
あ
る
ら
し
い
。『
智
恵
訪
文
』
と
い
う
書
物

が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
書
い
た
も
の
と
し
て
は
、
今
あ
ら
ゆ
る
解
説
の
基
に
な
っ
て
い

る
の
が
、
田
中
塊
堂
に
よ
る
『
古
写
経
綜
鑑（
注
２
）』
の
説
明
で
あ
る
。
そ
の

説
明
を
引
用
す
る
と
、「
智
恵
訪
文
と
は
秦
山
閑
沽
記
曰
『
青
草
論
恐

草
書
形
誤
歟
』
と
、
智
恵
は
梵
語
般
若
を
譯
し
て
智
恵
と
い
ふ
訪
は
謀

也
汎
問
謀
也
又
議
也
と
あ
る
。」
と
あ
っ
て
、
ど
う
に
も
理
解
で
き
な

い
意
味
不
明
の
悪
文
。
諸
氏
引
用
し
つ
つ
困
惑
の
態
を
隠
せ
な
い
。
同

書
に
は
５
行
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
見
出
し
に
よ
る
と
、
住

友
保
丸
氏
の
所
蔵
に
か
か
る
一
巻
十
二
枚
に
二
十
八
行
が
書
か
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。
一
枚
当
た
り
四
行
に
な
り
、
こ
れ
も
い
さ
さ
か
理
解
し

難
い
。
あ
る
い
は
、
一
枚
あ
た
り
二
十
八
行
ず
つ
書
か
れ
た
も
の
が
十

二
枚
つ
な
が
っ
た
巻
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。「
智
恵
訪
文
巻
三
」

と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
に
書
名
が
付
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
巻

頭
か
巻
末
が
含
ま
れ
て
い
た
か
。
そ
の
部
分
は
図
版
に
な
い
の
で
想
像

す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
草
書
経
の
裏

面
に
は
、「
大
般
若
経
巻
一
百
一
十
三
の
鎌
倉
時
代
風
で
書
か
れ
て
ゐ

る
。
奥
書
に
『
沙
門
空
海
』
と
書
い
て
い
る
文
字
は
草
書
体
で
読
み
に

く
い
が
一
筆
で
あ
る
。
恐
ら
く
同
一
人
の
手
に
な
る
も
の
と
い
ふ
も
よ

い
で
あ
ら
う
。
昔
か
ら
信
仰
上
弘
法
大
師
と
称
す
る
も
の
で
あ
る
。」
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と
い
う
。
こ
の
「
奥
書
」
が
紙
背
で
は
な
く
、
表
の
「
智
恵
訪
文
」
の

奥
書
か
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
同
書
に
載
る
５
行
の
図
版
は
、
現

在
、『
月
台
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
貼
ら
れ
て
い
る
「
智
恵
訪

文
」
12
行
中
の
３
行
目
か
ら
７
行
目
の
部
分
と
完
全
に
一
致
す
る
。
と

い
う
こ
と
は
、
住
友
家
の
28
行
が
分
割
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

ろ
う
か
？　

な
ら
ば
、
題
名
の
付
さ
れ
た
部
分
は
ど
こ
へ
い
っ
た
の

か
？　
「
沙
門
空
海
」
と
い
う
奥
書
部
分
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
？　

疑
問
だ
ら
け
だ
が
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。

ツ
レ
と
思
わ
れ
る
断
簡
は
、
吉
川
家
蔵
『
翰
墨
帖
』、
古
筆
手
鑑

「
か
た
ば
み
帖
（
注
３
）」、
古
筆
手
鑑
「
藻
鏡（
注
４
）」、
宝
島
寺
蔵
古
筆
手
鑑（
注
５
）に
あ
る
。

料
紙
の
縦
の
高
さ
が
、『
古
写
経
綜
鑑
』
に
八
寸
一
分
と
あ
り
、
分
か

る
範
囲
で
い
ず
れ
も
25
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
一
行
の
字
詰
め
は
19
～

22
字
の
範
囲
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
比
べ
る
と
、
川
崎
男
爵
家
旧
蔵
の
断

簡
は
22
～
24
字
で
若
干
多
め
で
あ
る
。
紙
高
も
不
明
な
の
で
、
ツ
レ
と

認
定
す
る
の
に
は
い
さ
さ
か
躊
躇
さ
れ
る
の
だ
が
、
書
風
及
字
形
が
完

全
に
一
致
す
る
の
で
、
一
応
ツ
レ
と
考
え
て
お
き
た
い
。

わ
か
ら
な
い
だ
ら
け
で
、
判
読
も
ま
ま
な
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
、

む
り
や
り
解
読
し
て
み
る
。（
図
４
）

　
　

田
不
知
菩
薩
広
如
彼
即
是
大
悲
無
性
菩
薩
意
同
仏
言
若
無
性
四

　
　

性
知
摂
若
立
六
度
第
方
便
止
等
此
即
教
若
又
由
具
他
弘
者
此
諸

　
　

論
其
知
即
故
得
三
種
伏
有
情
恵
所
同
恵
能
於
所
知
真
実
隋
覚

　
　

此
有
観
法
成
立
所
二
能
行
菩
薩
伏
盡
三
種
乃
至
精
進
得
諸
菩
薩

　
　

忍
中
其
体
差
別
即
差
根
無
精
通
二
能
行
菩
薩
等
此
文
無
厭
塔
二

間
違
い
だ
ら
け
だ
ろ
う
が
、
解
読
を
進
め
る
一
里
塚
に
な
れ
ば
よ
い

と
し
よ
う
。

六
「
慈
覚
大
師
草
無
有
（
守
村
印
）」

『
大
般
涅
槃
経
』
の
注
疏
の
断
簡
三
行
半
で
あ
る
。
経
文
本
文
は
、

『
涅
槃
経
』
の
「
巻
十
六
梵
行
品
八
之
二
」（
但
し
、「
巻
十
五
梵
行
品

之
二
」
に
も
同
文
の
箇
所
が
あ
る
の
で
、
厳
密
に
は
ど
ち
ら
と
も
決
め

難
い
）。
入
筆
、
終
筆
の
筆
先
が
非
常
に
鋭
く
整
斉
た
る
楷
書
体
で
、 図4　空海・仏書切
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ツ
レ
と
思
わ
れ
る
断
簡
は
十
数
点
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
本
断
簡
の
前
後

に
比
較
的
近
い
所
で
接
続
す
る
部
分
の
断
簡
と
し
て
、
貫
前
神
社
所
蔵

手
鑑
中
の
も
の
と
、
須
磨
寺
所
蔵
古
筆
貼
交
屏
風
（
注
６
）中

の
も
の
が
あ
げ
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
鴻
池
家
旧
蔵
手
鑑
（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵（
注
７
））
や
「
墨

叢
」（
永
青
文
庫
蔵
）、「
文
彩
帖
」（
根
津
美
術
館
蔵
）
な
ど
に
貼
ら
れ

て
い
る
も
の
も
ツ
レ
ら
し
い
。
慈
覚
大
師
の
名
を
冠
す
る
古
筆
切
と
し

て
は
最
も
数
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。（
図
５
）

　
草
無
有
罪
報
者
以
無
命
故
言
有
罪
者
以

　
悪
心
故
殺
一
闡
提
無
有
罪
報
猶
如
刈

草
斬
死
無
有
罪
也
何
者
以
無
信
等
故
善

　

男
子
汝
先
所
言
如
来
何
故
罵
提
婆

　

達
多
癡
人
食
唾
汝
亦
不
応
作
如
是
問

七
「
慈
恵
大
師
但
為
菩
薩
（
守
村
印
）」

『
法
華
経
』
巻
二
「
信
解
品
第
四
」
の
偈
の
二
行
。
ツ
レ
か
と
思
わ

れ
る
断
簡
が
国
宝
手
鑑
『
見
ぬ
世
の
友
』
に
あ
り
、「
山
上
切
」
と
さ

れ
て
い
る
。
慈
恵
大
師
良
源
は
比
叡
山
横
川
を
開
い
た
の
で
、
そ
の
名

を
冠
す
る
経
の
断
簡
を
「
横
川
切
」
と
す
る
こ
と
が
多
い
。「
山
上
」

も
比
叡
山
山
上
の
意
味
で
名
づ
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
紺
紙
に
金
泥
で

太
い
天
地
の
界
線
を
引
き
、
金
泥
で
文
字
を
書
い
た
堂
々
と
し
た
も
の

で
、
高
麗
経
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
断
簡
は
た
い
が
い

「
慈
恵
大
師
」
と
極
め
ら
れ
て
い
る
。
経
典
の
内
容
は
、『
見
ぬ
世
の

友
』
の
「
山
上
切
」
の
場
合
は
『
法
華
経
』
の
断
簡
で
あ
る
。
ま
た
、

『
藻
塩
草
』
の
も
の
は
「
横
川
切
」
と
さ
れ
て
お
り
、
内
容
は
『
華
厳

経
』（
四
十
巻
本
）
で
あ
る
。
実
際
、「
慈
恵
大
師
」
と
極
め
の
あ
る
経

切
の
断
簡
は
多
く
の
場
合
、『
法
華
経
』
か
『
華
厳
経
』
で
あ
る
。
た

だ
し
、
す
べ
て
同
筆
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
筆
跡
・
寸
法
・
界
線
の

形
式
な
ど
で
何
種
類
に
も
分
れ
る
。
川
崎
男
爵
家
旧
蔵
の
本
断
簡
は
、

ど
う
や
ら
『
見
ぬ
世
の
友
』
の
も
の
の
ツ
レ
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
た
が
っ
て
、「
山
上
切
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。（
図
６
）

図5　円仁・経疏切
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但
為
菩
薩　

演
其
実
事　

而
不
為
我　

説
斯
真
要

　
　

如
彼
窮
子　

得
近
其
父　

雖
知
諸
物　

心
不
希
取

八
「
藤
原
佐
理
卿
お
も
ふ
事
（
守
村
印
）」

こ
れ
が
、
今
回
の
問
題
の
断
簡
の
一
つ
な
の
で
、
ま
ず
本
文
を
掲
げ

て
み
る
。（
図
７
）

　
　
　
　

お
も
ふ
事
は
へ
り
し
に

　
　
　
　

し
か
に
ま
て
ゝ

　
　

世
中
を
い
と
ひ
か
て
ら
に

と
い
う
三
行
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
、
余
計
な
こ
と
を
考
え
ず
に
普
通

に
考
え
て
み
る
と
、『
後
撰
集
』
の
断
簡
か
と
思
わ
れ
る
。『
後
撰
集
』

巻
十
七
・
雑
三
（
一
二
三
三
番
）
に
、
作
者
名
の
記
載
な
く
、

　
　
　
　

思
ふ
事
侍
り
け
る
こ
ろ
、
志
賀
に
ま
う
で
て

　
　

世
中
を
い
と
ひ
が
て
ら
に
こ
し
か
ど
も
う
き
身
な
が
ら
の
山
に
ぞ

　
　

有
り
け
る

と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
普
通
な
ら
、
直
前
の
歌
の
作
者
名
（
よ
み
人
し

ら
ず
）
を
受
け
て
、
こ
の
歌
も
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

し
か
る
に
、『
在
中
将
集
』（
業
平
集
三
九
番
に
）、

　
　
　
　

思
こ
と
あ
り
て
、
し
か
に
ま
か
り
て

　
　

世
中
を
い
と
ひ
か
て
ら
に
こ
し
か
と
も　

う
き
身
は
山
の
な
か
に

　
　

さ
り
け
る

と
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
本
断
簡
は
、『
業
平
集
』
の
断
簡
の
可
能
性

も
出
て
く
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
情
報
で
は
、
い
ず
れ
と
も
決
め
難
い
。

い
っ
た
ん
こ
こ
で
筆
を
止
め
て
お
き
、
後
で
も
う
一
点
の
断
簡
を
取

図6　良源・山上切
図7　藤原佐理・歌切
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り
上
げ
る
中
で
、
再
び
問
題
の
考
察
を
続
け
よ
う
。

九
「
世
尊
寺
殿
行
成
卿
時
□
（
了
雪
印
）」

『
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
麽
耶
経
』
の
断
簡
三
行
で
あ
る
。
伝
行
成

筆
の
経
切
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
内
容
的
に
も
あ
ま
り
共
通
性
が
な
く
、

確
認
で
き
る
も
の
も
少
数
に
止
ま
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
本
断
簡
は
、

内
容
を
確
認
で
き
、
ツ
レ
も
一
点
確
認
で
き
る
。
大
正
八
年
三
月
二
十

四
日
の
『
子
爵
諏
訪
家
御
蔵
品
・
伯
爵
某
家
旧
御
蔵
品
・
熱
田
加
藤
家

御
蔵
品
入
札
目
録
』
に
あ
る
古
筆
手
鑑
の
中
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
断
簡

で
あ
る
。
こ
の
手
鑑
は
何
度
も
売
り
に
出
さ
れ
て
、
所
蔵
者
を
転
々
と

し
て
い
た
ら
し
い
。
最
後
に
出
た
の
が
昭
和
十
六
年
六
月
の
『
濤
聲
館

蔵
品
入
札
図
録
』
で
あ
る
。
さ
て
、
川
崎
家
の
断
簡
に
戻
る
が
、
極
札

の
本
文
引
用
部
分
の
二
字
目
は
、
そ
っ
く
り
に
写
そ
う
と
し
た
ら
し
い

が
、
読
め
な
か
っ
た
ら
し
く
、
で
た
ら
め
な
文
字
風
の
形
が
書
か
れ
て

い
る
。
□
と
し
て
お
く
し
か
な
い
。
本
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
図
８
）

　
　

時
薄
伽
梵
能
調
持
智
拳
如
来
復
説
一
切
調
伏

　
　

智
蔵
般
若
理
趣
所
謂
一
切
有
情
平
等
故
念
怒

　
　

平
等
一
切
有
情
調
伏
故
念
怒
調
伏
一
切
有
情

十
「
慈
鎮
和
尚
お
も
ひ
い
る
（
守
村
印
）」

『
新
古
今
集
』
巻
十
四
の
断
簡
。
一
三
一
七
番
か
ら
一
三
一
九
番
の

上
句
ま
で
の
九
行
で
あ
る
。
伝
慈
円
筆
の
『
新
古
今
集
』
断
簡
は
「
円

山
切
」
を
中
心
に
非
常
に
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
本
断
簡
は
そ
の
「
円
山

切
」
と
考
え
ら
れ
る
。
慈
円
は
真
筆
資
料
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
あ
る

程
度
比
較
が
可
能
で
あ
る
が
、「
円
山
切
」
は
真
筆
と
は
言
え
な
い
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
残
存
数
は
多
く
、
三
十
数
葉
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
に
ま
た
一
葉
を
加
え
得
た
こ
と
に
な
る
。（
図
９
）

図8　藤原行成・経切
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お
も
ひ
い
る
ふ
か
き
こ
ゝ
ろ
の
た
よ
り
ま
て

　
　

ミ
し
は
そ
れ
と
も
な
き
山
ち
か
な

　
　
　
　

題
し
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴨
長
明

　
　

な
か
め
て
も
あ
ハ
れ
と
を
も
へ
お
ほ
か
た
の

　
　

そ
ら
た
に
か
な
し
秋
の
ゆ
ふ
く
れ

　
　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
督
通
具

　
　

こ
と
の
ハ
の
う
つ
り
し
秋
も
す
き
ぬ
れ
ハ

十
一
「
西
行
法
師
は
な
を
こ
そ
（
守
村
印
）」

『
林
葉
集
』
の
断
簡
十
二
行
で
あ
る
。
俊
恵
の
歌
集
『
林
葉
和
歌

集
』
の
古
筆
切
は
、
伝
西
行
筆
の
も
の
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
原
本

に
近
い
時
代
の
写
本
の
断
簡
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
が
、
す
で
に

久
保
木
秀
夫
氏
に
よ
っ
て
、
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
（
注
８
）、
書
陵
部

蔵
の
近
世
写
本
が
、
他
な
ら
ぬ
伝
西
行
筆
本
の
忠
実
な
臨
模
本
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
久
保
木
氏
は
周
到
な
校

本
も
作
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
断
簡
捜
索
の
重
要
性
は
大
い
に
減
少
し

た
と
い
っ
て
い
い
。
こ
の
断
簡
に
つ
い
て
は
、『
古
筆
切
資
料
集
成　

三
』
に
す
で
に
翻
刻
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
図
版
の
紹
介
は
な
い
の
で

掲
げ
て
お
く
。（
図
10
）

　
　

は
な
を
こ
そ
まは

や
も
さ
け
と
は

　
　

ま
た
れ
つ
れ
風
も
そ
へ
と
は
い
つ
か

図9　慈円・円山切

図10　西行・林葉集切
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思
し

　
　

ふ
く
風
を
い
と
ひ

く
て
さ
く
ら
花

　
　

は
て
は
て
こ
と
に
を
り
て
か
へ
り
ぬ

　
　
　
　

右
大
臣
の
家
の
百
首
中
ニ
花
五
首

　
　

さ
の
み
や
は
あ
さ
ゐ
る
く
も
の
くハ

れれ

　
　

さ
ら
ん
を
の
へ
の
さ
く
ら
さ
か
り
な

　
　

る
ら
し

　
　

よ
し
の
山
ふ
か
く
い
れ
と
も
春
の

　
　

う
ち
は
さ
く
ら
か
え
た
を
し
を
り

　
　

に
は
せ
し

十
二
「
小
野
道
風
提
若
有
（
守
村
印
）」

『
金
剛
般
若
論
』
の
三
行
で
あ
る
。
紺
紙
金
字
経
で
あ
ろ
う
。
小
野

道
風
を
伝
称
筆
者
と
す
る
経
切
と
し
て
は
、「
愛
知
切
」
の
『
観
普
賢

経
』
が
最
も
有
名
で
あ
ろ
う
。
丁
字
吹
き
の
料
紙
全
面
に
金
砂
子
を
撒

き
、
金
泥
で
界
線
と
罫
線
と
を
引
い
た
豪
華
な
装
飾
経
で
あ
る
。
数
は

少
な
い
が
『
無
量
義
経
』
も
あ
る
よ
う
だ
。
装
飾
経
、
紺
紙
金
字
経
を

問
わ
ず
、
伝
道
風
の
経
切
と
い
う
と
た
い
が
い
『
法
華
経
』（『
普
賢

経
』・『
無
量
義
経
』
も
含
め
て
）
で
あ
る
と
こ
ろ
が
、
何
故
か
分
か
ら

な
い
が
お
も
し
ろ
い
。

ツ
レ
と
確
認
で
き
る
も
の
を
探
す
と
、
久
保
木
秀
夫
氏
が
紹
介
し
た
、

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
古
筆
手
鑑
（99

―136 （
注
９
））
所
収
の
経
切
が

該
当
し
そ
う
で
あ
る
。
国
文
学
資
料
館
の
公
開
画
像
を
見
る
と
、
紺
紙

に
銀
泥
の
界
罫
を
引
き
、
一
行
ご
と
に
金
字
と
銀
字
を
交
替
す
る
い
わ

ゆ
る
金
銀
交
書
経
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
本
断
簡
の
写
真
を
観
察
す
る

と
、
一
行
お
き
に
文
字
色
が
薄
く
見
え
る
。
罫
線
も
色
が
薄
い
。
こ
れ

は
金
銀
交
書
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
時
に
よ
く
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

確
か
に
、
両
者
は
ツ
レ
に
違
い
な
い
よ
う
だ
。（
図
11
）

　
　

提
若
有
菩
薩
以
満
無
量
阿
僧
祇
世
界
七
宝
等

　
　

此
何
所
顕
示
以
有
如
是
大
利
益
故
決
定
應

　
　

演
説
如
是
演
説
而
無
所
染
経
言
云
何
演
説
而

図11　小野道風・経切
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十
三
「
藤
原
佐
理
卿
し
ら
く
も
の
（
守
村
印
）」

こ
れ
が
、
今
回
問
題
に
す
る
二
枚
目
の
断
簡
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
ま

ず
は
本
文
の
翻
刻
か
ら
掲
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。（
図
12
）

　
　

し
ら
く
も
の
や
へ
か
さ
な
れ

　
　

ハ
か
へ
る
山
か
へ
る

く
も
お
い
に

　
　

け
る
か
な

と
い
う
三
行
で
あ
る
。
こ
れ
も
普
通
に
考
え
る
と
、『
古
今
集
』
の
九

○
二
番
の
歌
一
首
で
あ
る
。
前
に
作
者
名
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
こ

れ
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
。『
古
今
集
』
な
ら
ば
、「
寛
平
御
時
后
宮
歌

合
の
歌　

在
原
棟
梁
」
と
い
う
題
詞
と
作
者
名
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
ら
が
な
け
れ
ば
、
私
家
集
で
、「
棟
梁
集
」
の
可
能
性
が
出
て
く

る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
の
問
題
は
、
節
を
あ
ら
た
め
て

後
述
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

十
四
「
行
成
卿
か
も
め
こ
そ
（
守
村
印
）」

『
後
拾
遺
集
』
巻
六
の
四
二
○
番
の
歌
で
あ
る
。
非
常
に
見
え
づ
ら

い
の
だ
が
、
よ
く
よ
く
観
察
す
る
と
、
亀
甲
繋
ぎ
紋
様
の
唐
紙
に
散
ら

し
書
き
で
歌
を
書
い
て
い
る
。
伝
行
成
筆
の
「
後
拾
遺
集
切
」
と
い
う

も
の
は
他
に
な
い
。
一
○
二
七
年
に
没
し
た
行
成
が
一
○
八
七
年
完
成

の
『
後
拾
遺
集
』
を
書
写
す
る
は
ず
も
な
い
か
ら
当
然
だ
が
、
古
筆
切

の
伝
称
筆
者
と
い
う
も
の
は
往
々
に
し
て
、
小
野
道
風
筆
の
『
和
漢
朗

詠
集
』（『
徒
然
草
』）
の
ご
と
く
、
噴
飯
も
の
の
鑑
定
が
ま
か
り
通
る

の
で
あ
る
。
さ
て
、
そ
こ
で
、
も
う
少
し
探
索
範
囲
を
広
げ
て
、
行
成

と
「
後
拾
遺
」
が
結
び
つ
い
た
例
を
探
す
と
、『
予
楽
院
臨
書
手
鑑
』

に
「
行
成
」
と
札
を
貼
っ
た
『
後
拾
遺
集
』
の
抄
出
が
あ
る
。「
陽
明

叢
書
」
の
影
印
の
解
説
で
は
、「
伝
源
俊
頼
筆
後
拾
遺
集
」
で
あ
る
と

し
て
お
り
、『
古
筆
学
大
成
』
で
は
、「
伝
源
俊
頼
筆
粽
切
・
糟
色
紙
本

後
拾
遺
集
」
の
臨
模
本
と
す
る
。
村
上
翠
亭
・
高
城
竹
苞
氏
も
、「
粽

切
」
の
写
し
と
す
る
（
（注

（
注

。
そ
う
だ
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
本
断
簡
も
同

じ
く
伝
源
俊
頼
筆
の
「
粽
切
」
の
写
し
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。「
粽
切
」
は
い
ず
れ
も
破
り
継
ぎ
の
美
麗
な

料
紙
に
書
写
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
が
、
予
楽
院
は
料
紙
ま
で
は

図12　藤原佐理・歌切
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写
し
て
い
な
い
の
で
、
何
と
も
言
え
な
い
。
は
た
し
て
「
粽
切
」
の
写

し
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
、
疑
問
が
残
ら
な
い
わ
け
で
も
な
い
。（
図

13
）

　
　

か
も
め
こ
そ
よ
か
れ
に
け
ら
し

　
　
　
　
　
　
　

ゐ
な
の
な
る
こ
や
の
い
け
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
う
は
こ
ほ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
り

十
五
「
従
二
位
家
隆
卿
お
も
ひ
あ
れ
（
守
村
印
）」

『
新
古
今
集
』
巻
十
一
・
恋
歌
一
の
一
○
三
二
番
か
ら
一
○
三
三
番

の
断
簡
。
い
わ
ゆ
る
「
祐
海
切
」
で
あ
る
。
頭
部
に
撰
者
名
注
記
を
持

ち
、
歌
頭
に
長
い
掛
け
点
を
も
つ
様
子
は
特
徴
的
で
見
間
違
え
る
こ
と

は
な
い
。
以
前
に
も
指
摘
し
た
（
（注

（
注

が
、『
古
筆
学
大
成
』
は
、
こ
の
江
戸

時
代
以
来
「
祐
海
切
」
と
さ
れ
て
き
た
物
で
は
な
く
、
別
の
筆
跡
の
物

を
「
祐
海
切
」
と
分
類
し
て
混
乱
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
の
は
惜
し

む
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
祐
海
切
」
も
か
な
り
た
く
さ
ん
現
存

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。（
図
14
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂
蓮
法
師

　
　

お
も
ひ
あ
れ
は
そ
て
に
ほ
た
る
を
つ
ゝ
み
て
も

　
　

い
は
ゝ
や
も
の
を
と
ふ
人
ハ
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
上
天
皇

　
　

お
も
ひ
つ
ゝ
へ
に
け
る
と
し
の
か
ひ
や
な
き

　
　

た
ゝ
あ
ら
ま
し
の
ゆ
ふ
く
れ
の
そ
ら

図13　藤原行成・後拾遺集切

図14　藤原家隆・祐海切
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十
六
「
西
行
法
師
な
に
と
も
（
守
村
印
）」

通
常
は
藤
原
忠
家
筆
柏
木
切
あ
る
い
は
二
条
俊
忠
筆
二
条
切
と
称
さ

れ
る
二
十
巻
本
歌
合
の
断
簡
で
あ
る
。
や
や
鎌
倉
風
の
書
風
の
箇
所
を

西
行
筆
と
称
す
る
こ
と
は
ま
ま
あ
る
こ
と
。
こ
の
歌
合
は
、『
平
安
朝

歌
合
大
成
』
で
は
九
九
番
の
「
正
暦
年
間
夏
花
山
法
皇
東
院
歌
合
」
の

13
番
歌
で
あ
る
。
本
断
簡
も
萩
谷
朴
氏
に
よ
っ
て
、
す
で
に
収
集
さ
れ

て
お
り
、
付
け
加
え
る
べ
き
こ
と
は
何
も
な
い
。（
図
15
）

　
　
　
　
　

右　
　
　
　
　

な
か
の
ふ
中
将

　
　

な
に
こ
と
も
思
は
ぬ
や
と
の
か
や
り
火
を

　
　

く
ゆ
る
と
た
れ
か
い
ひ
は
そ
め
け
む

す
で
に
萩
谷
氏
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、「
な
か
の
ぶ
」
は
「
な
り

の
ぶ
」
の
誤
り
で
、「
か
」
と
「
り
」
の
仮
名
の
相
似
に
よ
る
誤
謬
で

あ
る
。

「
中
将
」
と
い
う
注
記
が
小
さ
く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
、
萩

谷
氏
の
解
説
文
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
で
、
目
録
に
掲
載
さ
れ
た
古
筆
切
の
図
版
は
す
べ
て
で
あ
る
。

十
六
点
の
う
ち
の
十
五
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
で
に
報
告
・
紹

介
ず
み
の
も
の
も
あ
る
が
、
未
紹
介
の
も
の
も
数
点
あ
り
、
な
か
な
か

興
味
深
い
手
鑑
で
あ
る
。
願
わ
く
ば
い
ず
こ
か
に
現
存
し
て
い
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
あ
る
。

二
　
二
つ
の
歌
切
に
つ
い
て

さ
て
、
後
回
し
に
し
て
お
い
た
、
二
枚
の
歌
切
に
つ
い
て
述
べ
て
行

き
た
い
。

実
は
、
こ
の
二
葉
を
合
体
し
た
も
の
が
、『
予
楽
院
臨
書
手
鑑
』
中

に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

図15　西行・廿巻本歌合切
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次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　

し
ら
く
も
の
や
へ
か
さ本

マ
ヽな

れ

　
　

ハ
か
へ
る
山
か
へ
る

く
も
お
い
に

　
　

け
る
か
な

　
　
　
　

お
も
ふ
事
は
へ
り
し
に

　
　
　
　

し
か
に
ま
て
ゝ

　
　

世
中
を
い
と
ひ
か
て
ら
に
二
字
滅
歟

予
楽
院
は
こ
れ
に
筆
者
名
の
札
を
付
け
て
い
な
い
の
で
、
誰
の
書
か

も
不
明
で
あ
っ
た
が
、「
陽
明
叢
書
」
の
解
説
中
で
、
春
名
好
重
氏
は
、

「
伝
藤
原
行
成
筆
下
絵
歌
集
切
」
の
写
し
と
し
た
。
他
方
、
こ
れ
と
ほ

ぼ
同
じ
内
容
の
断
簡
が
根
津
美
術
館
所
蔵
手
鑑
『
文
彩
帖
』
に
あ
り
、

そ
れ
に
は
、

　
　

し
ら
く
も
の
や
へ
か
さ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
る

　
　

返
山
か
へ
る

く
も

　
　
　
　
　
　
　

お
い
に
け
る
か
な

　
　
　

お
な
し
こ
と
は
へ
り
し
に
し
か

　
　
　

に
ま
か
り
て

と
あ
る
。
こ
の
『
文
彩
帖
』
の
書
き
方
を
見
る
と
、
作
者
名
表
記
が
な

い
の
で
、
私
家
集
の
断
簡
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
非

常
に
早
い
段
階
で
（
昭
和
36
年
）、
久
曽
神
昇
氏
が
「
在
原
棟
梁
集
」

か
と
推
定
し
た
（
（注

（
注

。『
古
筆
学
大
成
』（
平
成
３
年
）
も
、
こ
の
『
文
彩

帖
』
の
断
簡
を
「
棟
梁
集
切
」
と
し
て
掲
出
し
て
い
る
。
久
曽
神
氏
の

名
前
に
触
れ
て
い
な
い
の
で
、
久
曽
神
説
を
知
ら
な
か
っ
た
の
か
ど
う

か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
実
は
、『
古
筆
学
大
成
』
よ
り
ず
っ
と

早
い
昭
和
49
年
に
、
久
保
木
哲
夫
氏
が
こ
の
『
予
楽
院
臨
書
手
鑑
』
の

断
簡
が
同
じ
内
容
で
、
か
つ
、
棟
梁
の
歌
の
次
の
歌
が
『
後
撰
集
』
の

「
よ
み
人
し
ら
ず
」
の
歌
（
前
述
し
た
よ
う
に
、
業
平
集
の
歌
で
も
あ

る
）
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、「
棟
梁
集
」
と
は
断
定
で
き
な
い
こ
と

を
指
摘
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
（注

（
注

。『
古
筆
学
大
成
』
は
こ
の
重
要
な
久
保

木
説
も
無
視
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
か
ら
、『
棟
梁
集
』
と
い
う

判
断
は
適
切
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
高
城
弘
一
氏
が
予

楽
院
臨
書
手
鑑
の
詳
細
な
研
究
を
行
い
（
平
成
10
年
）、
予
楽
院
の
臨

模
と
『
文
彩
帖
』
の
断
簡
か
ら
、
こ
れ
を
「
未
詳
私
撰
集
」
と
し
た
（
（注

（
注

。

上
記
の
研
究
史
に
は
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
研
究
史
と

は
無
関
係
に
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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翻
っ
て
、
川
崎
家
旧
蔵
の
切
を
見
れ
ば
、
こ
れ
が
予
楽
院
の
臨
模
し

た
親
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
予
楽
院
の
臨
模
に
は
小
さ
い

文
字
の
注
記
が
二
カ
所
あ
る
が
、「
さ
（
散
）」
の
字
の
一
部
が
つ
ぶ
れ

て
い
る
横
に
「
本
マ
ヽ
」
と
し
、
末
尾
二
字
分
の
空
白
に
「
二
字
滅

歟
」
と
書
き
込
ん
で
い
る
の
は
、
予
楽
院
が
注
記
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
予
楽
院
は
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
生
ま
れ
、
元
文
元
年
（
一

七
三
六
）
没
で
あ
る
か
ら
、
当
然
臨
模
は
そ
の
間
に
行
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
川
崎
家
旧
蔵
手
鑑
の
極
札
は
そ
の
筆
跡
か
ら
見
て
、
一
枚
の
例

外
を
除
い
て
す
べ
て
（
見
え
て
い
る
十
六
点
に
限
っ
て
だ
が
）
古
筆
分

家
三
代
の
了
仲
の
も
の
と
見
え
る
。
了
仲
は
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）

生
ま
れ
で
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
没
で
あ
る
か
ら
、
二
人
は
同
じ

年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
時
代
を
生
き
て
い
た
の
で
、
二
人
の

関
係
は
み
ご
と
に
重
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
二
葉
の
断

簡
と
、
予
楽
院
の
臨
模
の
前
後
関
係
は
ど
う
な
る
か
？　

予
楽
院
が
写

し
た
後
に
、
二
枚
に
分
割
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
了
仲
が
「
藤
原
佐
理

卿
」
の
極
札
を
作
成
し
た
の
か
、
逆
に
二
葉
の
断
簡
を
伝
称
筆
者
が
同

じ
な
の
で
、
予
楽
院
が
一
枚
に
ま
と
め
て
模
写
し
た
の
か
、
両
方
の
場

合
が
考
え
ら
れ
る
。
ヒ
ン
ト
は
や
は
り
『
文
彩
帖
』
の
断
簡
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、『
文
彩
帖
』
の
断
簡
が
予
楽
院
臨
模
の
親
本
で
な
い
こ
と

が
大
事
だ
。
本
文
に
異
同
が
あ
る
こ
と
、
文
字
の
配
置
に
違
い
が
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
直
接
の
親
子
関
係
に
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

直
接
関
係
が
な
い
と
す
る
と
、『
文
彩
帖
』
の
断
簡
の
親
本
の
段
階
か

あ
る
い
は
さ
ら
に
そ
れ
以
前
の
写
本
の
段
階
で
、『
文
彩
帖
』
所
収
断

簡
の
祖
本
と
、
伝
佐
理
筆
の
断
簡
の
祖
本
と
が
同
一
の
写
本
で
あ
っ
た

段
階
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
予
楽
院
の
臨
模
本
は
分

割
前
の
姿
を
伝
え
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
、
臨
模
の
後
に
了
仲
の
元
で

二
枚
に
分
割
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
了
仲
が
藤
原
佐
理
の
極
札
を
書
い
て

付
け
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
二
枚
に
分
け
た
が
、
結
局
両
方
と

も
了
仲
の
手
元
に
残
り
、
両
方
と
も
一
冊
の
手
鑑
に
貼
ら
れ
た
、
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
ほ
と
ん
ど
の
断
簡
に
了
仲
の
手
に
な
る
極
札
が

貼
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
、
こ
の
手
鑑
が
了
仲
に
近
い
所
で
作
成

さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
別
々
の
ペ
ー
ジ
に
佐
理
、

行
成
が
貼
ら
れ
て
い
た
り
、
同
じ
よ
う
に
、
西
行
が
別
々
の
ペ
ー
ジ
に

貼
ら
れ
て
い
る
と
い
う
貼
り
方
は
、
あ
ま
り
整
理
さ
れ
た
貼
り
方
で
は

な
く
、
し
か
も
右
面
に
道
風
、
佐
理
、
行
成
と
あ
っ
て
、
左
面
に
家
隆
、

西
行
と
あ
る
の
も
変
で
あ
る
。
あ
ま
り
検
討
も
せ
ず
、
適
宜
ざ
っ
と
見

当
を
つ
け
て
貼
っ
た
よ
う
な
感
じ
な
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
出

来
る
の
は
、
了
仲
の
子
孫
が
、
手
元
に
残
っ
て
い
た
も
の
を
取
敢
え
ず

貼
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

想
像
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
深
入
り
す
る
の
は
や
め
て
お
こ
う
。
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当
該
二
葉
に
戻
る
が
、
で
は
、
こ
れ
は
『
棟
梁
集
』
な
の
か
、『
業

平
集
』
な
の
か
、
は
た
ま
た
、
両
者
の
歌
を
並
べ
た
未
詳
の
私
撰
集
な

の
か
？　

棟
梁
が
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
は
、
歌
合
に
出
詠
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
分
か
る
が
、『
棟
梁
集
』
と
い
う
も
の
は
、『
文
彩
帖
』
の
断
簡

以
外
に
存
在
し
て
い
な
い
。
こ
れ
を
『
棟
梁
集
』
と
す
る
の
が
適
切
で

な
い
な
ら
、
結
局
、『
棟
梁
集
』
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
も
ち
ろ
ん
長
い
歴
史
の
中
で
失
わ
れ
た
可
能
性
ま
で

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
方
『
業
平
集
』
の
方
で
あ
る
が
、

『
後
撰
集
』
の
「
よ
み
人
知
ら
ず
」
歌
を
業
平
の
歌
と
し
て
い
る
の
は

第
一
類
本
の
『
在
中
将
集
』
の
み
で
あ
り
、「
業
平
集
」
は
他
撰
歌
集

で
あ
る
上
に
、
第
一
類
本
に
は
『
伊
勢
物
語
』
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ

れ
る
な
ど
後
代
的
な
要
素
が
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
歌
の
存
在
を
も
っ

て
、『
業
平
集
』
と
す
る
の
も
早
計
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
「
未
詳
私
撰

集
」
の
可
能
性
し
か
残
ら
な
い
よ
う
だ
が
、
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
前
述
の
よ
う
に
、
了
仲
は
当
該
断
簡
に
「
佐
理
」
の
極
め
を
付
け

た
。『
文
彩
帖
』
の
断
簡
に
は
、
古
筆
家
二
代
の
古
筆
了
栄
（
一
六
○

七
年
～
一
六
七
八
年
）
の
手
に
な
る
「
四
条
大
納
言
公
任
卿
」
と
い
う

極
札
が
付
い
て
い
る
と
い
う
。
ど
ち
ら
も
平
安
時
代
に
遡
れ
そ
う
な
古

い
写
本
の
断
簡
で
あ
る
ら
し
い
。
散
逸
し
た
非
常
に
重
要
な
歌
集
の
存

在
を
覗
わ
せ
る
。

結
局
、
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
結
論
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
だ
が
、
予
楽
院
の
臨
模
し
た
原
本
が
実
在
す
る
（
し
た
）
と
い
う
こ

と
は
確
認
で
き
た
。
た
っ
た
一
葉
と
は
い
え
、
こ
れ
が
江
戸
時
代
初
期

に
は
す
で
に
古
筆
切
と
し
て
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
ツ
レ
の
存
在
の

可
能
性
を
幾
分
か
は
期
待
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
注
１
）�

村
上
翠
亭
・
高
城
弘
一
監
修
『
古
筆
鑑
定
必
携 

古
筆
切
と
極
札
』（
平

成
16
年
３
月
、
淡
交
社
）

（
注
２
）�

田
中
塊
堂
著
『
古
写
経
綜
鑑
』
三
○
五
～
三
○
六
頁
（
昭
和
17
年

９
月
、
鵤
故
郷
舎
）

（
注
３
）�

石
澤
一
志
・
久
保
木
秀
夫
・
佐
々
木
孝
浩
・
中
村
健
太
郎
編
『
日

本
の
書
と
紙
古
筆
手
鑑
『
か
た
ば
み
帖
』
の
世
界
』（
平
成
24
年
６
月
、
三
弥

井
書
店
）

（
注
４
）�

昭
和
８
年
11
月
18
日
開
札
の
『
某
家
所
蔵
品
入
札
目
録
』
の
47
に

古
筆
手
鑑
「
藻
鏡
」
と
し
て
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
注
５
）�

未
公
刊
。
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
写
真
に
よ
る
。

（
注
６
）�

田
中
登
著
『
須
磨
寺
塔
頭

正
覚
院
所
蔵
古
筆
貼
交
屏
風
』（
昭
和
63
年
８
月
、
ジ
ュ

ン
ク
堂
書
店
）

（
注
７
）�

井
上
宗
雄
・
岡
崎
久
司
編
『
大
東
急　

記
念
文
庫
善
本
叢
刊
中
古

中
世
篇
別
巻
三 

手

鑑
鴻
池
家
旧
蔵
』（
平
成
16
年
８
月
、
汲
古
書
院
）

（
注
８
）�

久
保
木
秀
夫
著
『
林
葉
和
歌
集 

研
究
と
校
本
』（
平
成
19
年
２
月
、

笠
間
書
院
）

（
注
９
）�

久
保
木
秀
夫
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
古
筆
手
鑑
2
点
の
紹
介
そ

の
2
」（『
国
文
研
ニ
ュ
ー
ズ
』N

o20 

、
平
成
22
年
8
月
）

（
注
10
）�

村
上
翠
亭
・
高
城
竹
苞
共
著
『
近
衛
家
熈
写
手
鑑
の
研
究
［
仮
名

古
筆
篇
］』（
平
成
10
年
２
月
、
思
文
閣
出
版
）

（
注
11
）�
拙
考
「
古
筆
切
拾
塵
抄
・
続
（
二
）」（『
成
城
国
文
学
』
第
25
号
、

平
成
21
年
３
月
）
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（
注
12
）�

久
曽
神
昇
『
古
今
和
歌
集
成
立
論 

研
究
編
』（
昭
和
36
年
10
月
、
風

間
書
房
）

（
注
13
）�
久
保
木
哲
夫
「『
予
楽
院
模
写
手
鑑
』
と
家
集
切
」（『
リ
ポ
ー
ト
笠

間
』
10
、
昭
和
49
年
10
月
）。
同
氏
『
平
安
時
代
私
家
集
の
研
究
』

（
昭
和
60
年
12
月
、
笠
間
書
院
）
に
収
録
。
久
保
木
氏
は
、
こ
の
事

を
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
等
で
も
解
説
し
て
い
る
。

（
注
14
）�

注
10
に
同
じ
。（

こ
じ
ま
・
た
か
ゆ
き　

成
城
大
学
名
誉
教
授
）


